
チャンスを待つ
　株主のみなさまにおかれましては、平素より当社の事業活動に一方ならぬご支援ご高配を賜り、深く感謝しております。
　
　ご案内の通り、今年度は、主力である鉄鋼と農業の事業戦略を本格展開することとし、既に以下に掲げる諸施策について
着手しております。事業戦略

鉄鋼建設資材事業

メタルスプレッド＊の確保とコストダウン

スペシャリティ分野への
経営資源シフト

製品ポートフォリオの
見直し

・高強度アイテムの拡充
・ねじ節鉄筋分野への設備投資（カラーマーキング）

・特殊鋼生産再開

農業資材事業

有機質肥料への経営資源シフト
肥料

①主力商品エコレットの拡販
②東北エリアにおける販売拡大
種苗事業と連動した北海道､九州販売戦略

③銘柄集約への積極的提案
④千葉工場の増強

世界需要の伸びへの対応
乾牧草

Johnson Asahi Pty.Ltd.の
設備増強

種苗
自社品種の拡大

①国内外への販売拡大
②安定的生産体制の確立

＊メタルスプレッド：製品と鉄スクラップの価格差

鉄筋

高強度

ねじ節

太径
構造用鋼

　当第1四半期の業績は、農業が売上・利益ともに計画を上回り順調に推移したものの、鉄鋼は昨年度から続くスクラップ
価格の高騰を背景に、大幅に収益が悪化し、計画を下回る厳しい結果となりました。

　建設工事の遅れやスクラップ価格の乱高下など、鉄鋼を取り巻く環境は、まだ好転を確信する状況にはありませんが、
オリンピック案件や再開発案件などの工事が始動しつつあり、下期に向けて今は我慢の時であると考えております。
　一方、農業においては、農業改革の第一歩として、肥料銘柄の集約、競争入札がスタートしており、いよいよこれから
が勝負の時と認識し、事業拡大に邁進してまいります。

　市場環境が大きく変わろうとしている中、私たちはマーケットの変化を的確にとらえ、チャンスを確実にものにするべく、
日々努力を重ねております。

　株主のみなさまには、当社グループへの一層のご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
2017 年 8月

代表取締役社長　村上　政徳

朝日工業施設見学会のご案内
　2016 年度より、株主のみなさまに当社事業への理解を一層深めていただくことを目的に、施設見学
会を実施しています。今回は、過去３回好評だった「神川農場見学会」に加え、多くの株主様からのご
要望に応え、工場見学会を以下の要綱で開催いたします。

神川農場見学
実施日時：2017年 11月 10日（金）

10：30～ 15：00（予定）

見学施設：神川農場（埼玉県児玉郡神川町）

集合・解散：JAひびきのホール（上越・北陸新幹線 
場所　　　　本庄早稲田駅より徒歩 5分）

　＊駐車場完備
　＊JR本庄駅から送迎バスあり

ひびきのホール～神川農場への往復
（片道 20～30分）は当社貸切バスでの
移動となります。

内　　容：○朝日工業グループ事業の紹介 ･昼食
（JAひびきのホール）
　＊昼食は当社でご用意致します。
○神川農場見学

募集人数：同伴者（1名）がある場合を含めて
総参加者数 40名程度

見学方法：農場では１時間程度歩いて見学して
いただきます。

埼玉／関東工場見学
実施日時：2017年 11月 18日（土）

10：30～ 15：00（予定）

見学施設： 埼玉工場（鉄鋼工場）
関東工場（肥料工場）
（埼玉県児玉郡神川町）

集合 ･解散：埼玉／関東工場
場所　　　　＊駐車場完備

　＊JR本庄駅から送迎バスあり

内　　容：○朝日工業グループ事業の紹介 ･昼食
（当社会議室）
　＊昼食は当社でご用意致します。
○鉄鋼工場／肥料工場見学

募集人数：同伴者（1名）がある場合を含めて
総参加者数 20名程度

見学方法：徒歩とバスで見学していただきます。
急な階段、段差などがあります。

朝日工業株式会社
〒170-0013　東京都豊島区東池袋3-23-5 Daiwa東池袋ビル
T E L :（03）3987-0283　FAX:（03）3987-5326
U R L : http://www.asahi-kg.co.jp/　
E-mail : ir@asahi-kg.co.jp この印刷物は環境に配慮し、森林認証紙と、地産地消・輸送マイレージに配慮したライスインキを使用し水なし印刷方式を採用しています。

株主通信
2017 年度第 1四半期

対 象 者：2017年 6月 30日現在、当社株主名簿に記載の株主様
（同伴者は 1名様まで可）

参 加 費：無料
（但し、集合・解散場所までの往復交通費は各自のご負担とさせていただきます。)

応募方法：同封の参加申込みはがきに必要事項をご記入のうえ､ ご返送ください。
必ず「神川農場」か「埼玉／関東工場」のどちらかをお選びください。　
【締切日：2017年 9月 30日当日消印有効】
※お申込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。
当選発表及びスケジュール等詳細は当選者へのご発送（10月 13日発送予定）
をもって代えさせていただきます。

注意事項：・歩きやすい靴でお越しください。 
 ・天候などの事情により、見学会の中止、見学内容の変更などが生じる場合がございます。 
 ・ 当社が撮影した写真・動画はホームページ、IR 資料等に掲載させていただく場合が 

ございますのでご了承ください。

事業戦略
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業績ハイライト

セグメント情報

財務ハイライト

鉄鋼建設資材事業

農業資材事業

砕石砕砂・マテリアルリサイクル事業

売上高

売上高

売上高

セグメント
利益

セグメント
利益

セグメント
利益

前年同期比

前年同期比

前年同期比

前年同期比

前年同期比

前年同期比

増減理由
- 販売価格の上昇により増収

-鉄スクラップなどの原料価格 
およびエネルギー単価の上昇 
により減益

■＊ 自己資本比率は29.6% 

貸借対照表（要約） （単位：百万円）

前年度末
（2017年3月31日） 

当第1四半期末
（2017年6月30日） 差異 前年度末

（2017年3月31日）
当第1四半期末
（2017年6月30日） 差異

流動負債 13,592 14,005 413

流動資産 14,856 15,540 684 固定負債 5,510 5,882 372

負債合計 19,102 19,888 786

固定資産 12,650 12,715 64

純資産合計 8,404 8,367 ＊ △37

総資産 27,507 28,256 748 負債純資産合計 27,507 28,256 748

損益計算書（要約）  （単位：百万円）

前第1四半期
累計期間

当第1四半期
累計期間

当年度
通期計画

売上高 7,902 8,702 37,000

営業利益 310 127 1,700

経常利益 342 171 1,700

当期利益 175 63 1,500

経営指標

前第1四半期 当第1四半期 （参考）前年度通期

経常利益率（％） 4.3 2.0 3.4

ROE（％） ー ー 10.2

純有利子負債*（億円） 66 59 74
＊純有利子負債＝有利子負債－現預金

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

-1,000

0

1,000

2,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

37,000

売上高 経常利益 当期利益

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

第1四半期 通期 第1四半期 通期 第1四半期 通期

7,499 9,884 7,902

35,494 36,348
32,354

8,702

549

△672
362

2,503

175 63

1,500
820

348 400 342

△418△418

1,931

1,115

171

1,700

売上高・利益の推移 （単位：百万円）

＊2017年度通期については計画

2017 年度第 1四半期　業績ハイライト （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期（四半期）利益

8,702 127 171 63

前年同期比10.1％増   前年同期比59.0％減   前年同期比50.0％減   前年同期比64.0％減   

15.4%増

72.1%減

3.7%増

9.3%増

68.4%増

30.8%増

増減理由
- 肥料値上げ前の駆け込み 
需要に伴う販売数量増加 
を主因に増収増益

-豪州事業は、中国などへの 
販売数量増加により増益

増減理由
- 生コンクリート向け需要の 
回復、新砿区取得による 
販売数量増加により増収増益


